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資料９ 街路灯整備工事の経緯及び今後のスケジュール 

 

【県道尼崎宝塚線（小浜工区）街路灯整備工事概要】 

街路灯 13 箇所、電線敷設 400m、分電盤 1 箇所、工事費 12,000 千円、第 4 四半期工事予定 

裏面「位置図」参照 

 

【経緯（時系列）】  

令和元年 6 月 ：県から、当該区間の電力を供給する関西電力㈱の電力線入溝工事が令和

2 年度になる見込みとの連絡を受け、街路灯整備工事（街路灯電線の入

溝及び街路灯小柱の設置工事）に係る工事費の予算化を検討 

 

令和 2 年 3 月 ：街路灯整備工事費を令和 2 年度市予算に計上（12,000 千円） 

 

令和 2 年 9 月 ：県から、関西電力㈱架空線から電線共同溝へ電力線を入溝するための連

系管路※図面等の不備が発覚したため、関西電力㈱の電力線入溝工事が

遅延するとの連絡あり 

 

令和 2 年 10 月：市が行う街路灯整備工事は、関西電力㈱の電力線入溝工事完了後の実施

となるため、遅延連絡後の県及び関西電力㈱との協議において、電力線

入溝工事の時期が年内には確定しないことが判明したことから、令和 2

年度内の街路灯整備工事を断念 

令和 2 年度の街路灯整備工事に係る工事費を 3 月補正で減額し、県及び

関西電力㈱との協議後、実施可能となる時期を見据えて、改めて予算措

置することとした 

 

【今後のスケジュール（予定）】 

県及び関西電力㈱の調整状況を逐次確認しながら、街路灯整備が可能と判断できれば、

改めて予算措置し、確実な実施及び竣工を目指します。 

 

 

連系管路※ 電線共同溝に収容された電線と周辺の架空線等を結ぶために必要な管路 

 



 


